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2023年3月31日現在

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

円 円

【 流 動 資 産 】 【  2,772,315,690】 【 流 動 負 債 】 【  784,072,572 】

現 金 及 び 預 金 34,578,919 買 掛 金 370,217,093

受 取 手 形 1,346,087 リ ー ス 債 務 5,185,434

売 掛 金 1,686,836,374 未 払 金 140,979,075

未 収 金 7,974,115 未 払 費 用 25,211,181

未 収 収 益 5,706,381 未 払 消 費 税 等 62,706,346

預 け 金 524,774,274 未 払 法 人 税 等 54,143,700

リ ー ス 投 資 資 産 112,397,897 預 り 金 20,786,253

商 品 原 材 料 367,284,647 前 受 金 630,740

仕 掛 品 4,571,226 前 受 収 益 104,212,750

貯 蔵 品 1,425,939 【 固 定 負 債 】 【  473,817,921 】

前 払 金 106,000 リ ー ス 債 務 13,935,438

前 払 費 用 24,915,415 退 職 給 付 引 当 金 439,143,900

そ の 他 570,416 役員退職慰労引当金 7,410,000

貸 倒 引 当 金 △ 172,000 資 産 除 去 債 務 13,328,583

【 固 定 資 産 】 【   761,376,620】 負 債 合 計 1,257,890,493

（ 有 形 固 定 資 産 ） （   155,825,812） 純 資 産 の 部

建 物 13,661,820 【 株 主 資 本 】 【  2,275,801,817 】

建 物 附 属 設 備 30,519,166 資 本 金 100,000,000

機 械 装 置 1 利 益 剰 余 金 2,175,801,817

工 具 器 具 備 品 111,644,825  利 益 準 備 金 25,000,000

（ 無 形 固 定 資 産 ） （   410,279,560）  その他 利益 剰余金 2,150,801,817

ソ フ ト ウ ェ ア 402,240,510   別 途 積 立 金 2,000,000,000

ソフトウェア仮勘定 7,109,050   繰 越 利 益 剰余金 150,801,817

電 話 加 入 権 930,000

（投資その他の資産） （   195,271,248）

投 資 有 価 証 券 1,450,000

出 資 金 70,000

長 期 貸 付 金 1,755,393

長 期 前 払 費 用 9,655,981

繰 延 税 金 資 産 166,564,830

差 入 保 証 金 9,781,034

差 入 敷 金 5,994,000

そ の 他 10 純 資 産 合 計 2,275,801,817

資 産 合 計 3,533,692,310 負 債 ・ 純 資 産 合 計 3,533,692,310

      貸借対照表



個別注記表 
 

1.重要な会計方針に係る事項に関する注記 

(1) 資産の評価基準及び評価方法 

① その他有価証券 

市場価格のない株式等 

移動平均法による原価法 

② たな卸資産の評価基準及び評価方法 

  評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法によ

り算定） 

・商品原材料    個別法 

・仕掛品      個別法 

・貯蔵品      個別法 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

定率法（ただし、1998 年 4 月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）

並びに 2016年 4月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定

額法） 

② 無形固定資産 

定額法 

(3) 引当金の計上基準 

貸倒引当金          債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回

収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

退職給付引当金      従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付

債務の見込額に基づき、当期末に発生していると認められ

る額を計上しております。 

役員退職慰労引当金  役員の退職に伴う退職慰労金の支払に備えるため、内規に

基づく期末要支給見込額を計上しております。 

(4)収益及び費用の計上基準 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2018年３月 30日）及び「収益

認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 30号 2018年３月 30日）

を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

(5) 表示方法の変更 

(貸借対照表) 

前事業年度において定額利用料方式の原価を「貯蔵品」に含めて表示しておりました

が、当事業年度は「商品原材料」に含めて表示しております。 

なお、前事業年度末における当該残高は、24,509千円であります。 

 

 



2.当期純利益金額 

 143,547,681円 

 


